
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
・
岩
﨑
義
則
　
校
訂

【
凡
例
】

本
稿
は
、
松
浦
熈
編
述
『
亀
岡
随
筆
』
全
80
巻
（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
の
う
ち
、「
巻

六
十
八
ノ
二
』（
竪
帳
1
冊
・
34
丁
）
を
選
定
し
、
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
巻
を
選
定
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
国
の

指
定
名
勝
と
な
っ
た
長
崎
県
佐
世
保
市
に
あ
る「
平
戸
領
地
方
八
竒
勝
」（
い
わ
ゆ
る「
平

戸
八
景
」）
の
起
源
と
さ
れ
る
「
松
浦
八
竒
勝
図
」
の
漢
文
（
貫
名
苞
記
）
に
つ
い
て
、
正

確
な
訓
読
点
お
よ
び
頭
注
が
施
さ
れ
て
い
る
点
。
お
よ
び
「
平
戸
八
景
」
の
石
橋
・
大
悲

観
の
由
来
・
来
歴
に
関
す
る
貴
重
な
記
述
が
あ
る
点
で
あ
る
。「
平
戸
八
景
」
に
つ
い
て

は
、『
国
指
定
名
勝
平
戸
領
地
方
八
竒
勝
』（
佐
世
保
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
15
集
・
二

〇
一
六
年
七
月
）
に
お
い
て
精
緻
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
亀
岡
随
筆
』
の
記
事

は
参
考
と
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
点
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
漢
文
表
記
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
を
念

頭
に
、
改
行
は
原
文
通
り
と
し
、
随
筆
の
各
頁
数
お
よ
び
頁
内
の
行
数
を
明
記
す
る
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
凡
例
を
用
い
た
。

1

校
訂
に
あ
た
り
、
松
浦
史
料
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
源
本
」（
熈
が
自
筆
相
当
と
認

め
た
本
）
を
底
本
と
し
た
。

2

収
録
さ
れ
た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
1
〜
3
の
通
番
号
を
付
け
て
（
　
）
で

括
っ
て
挿
入
し
た
。

3

改
行
は
、
原
文
通
り
と
し
た
。

4

適
宜
、
読
点
を
補
っ
た
。

5

随
筆
の
収
録
頁
数
を
明
記
し
、
各
頁
数
内
の
行
数
を
行
頭
に
記
し
た
。

6

原
文
の
漢
字
・
仮
名
は
、
可
能
な
限
り
、
通
用
の
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

7

割
り
注
は
、﹇
　
﹈
を
用
い
て
記
し
た
。

8

見
せ
消
ち
は
、
原
文
の
表
記
に
従
い
、
こ
れ
を
明
記
し
た
。

9

朱
書
き
部
分
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
よ
っ
て
記
し
た
。

10

原
文
の
欠
字
・
平
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、（
　
）
を
用
い
て
記
し
た
。

11

そ
の
他
、
校
訂
者
に
よ
る
注
記
は
（
　
）
を
用
い
て
記
し
た
。

　
な
お
、
校
訂
者
が
利
用
し
た
組
版
シ
ス
テ
ム
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
の
制
約
に
よ
り
、
一

部
、
ユ
ニ
コ
ー
ド
（U

n
ico

d
e

）
の
文
字
が
表
示
で
き
な
か
っ
た
。
則
ち
、
以
下
の
二
箇

所
で
あ
る
。

•

10
頁
3
行
目
ル
ビ
「
セ
ツ
」
の
漢
字
は
、「
氵
」
の
右
に
「
切
」。U

n
ico

d
e

は
、

U
+
6C

8F

。

•

10
頁
5
行
目
ル
ビ
「
シ
ク
」
の
漢
字
は
、「
攸
」
の
下
に
「
火
」。U

n
ico

d
e

は
、

U
+
7102

。

※
本
稿
は
科
研
費
・
基
盤
Ｂ
「
近
世
随
筆
の
領
域
横
断
的
研
究
」（
課
題
番
号22H

00638

代
表
者
・
川
平
敏
文
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

★
付
記
　2026.4.29

　
校
訂
版
作
成

1



標
題
『
亀
岡
随
筆
　
巻
　

68-2
』

　
﹇
表
紙
﹈

　
源本
　
亀
岡
随
筆
　
六
十
　

八
ノ
二

1

（
地
方
八
奇
勝
之
事
）

1
頁1

　
　

(

乾
斎)

○
地
方
八
奇
勝
之
事

2

題
松
浦
八
奇
勝
図

3

　ノ肥　
之
松
浦
　チ

ン鎮　
　ゼ

イ西　
、
西-

角
　ツ

キ
ル

尽　
　ニ

シ
テ

処
　
而
、
　ノ地　
之
　ハ

ナ
レ
テ

離
　
而
、
　ル為
レ　
　ト島　
　ヲ者　
、
　シ為
二　
平

4

　ト戸
一　
、
　シ為
二　
五
　ト龍
一　
、
　ス為
二　
壱
　ト岐
一　
、
五
　ハ龍　
　ル係
二　
他
　ニ封
一　
、
　イ

ハ所
レ　
　ユ

ル謂　
八
　ハ勝　
、
　リ在
二　(

欠
字)　

松
浦

五
龍
、
五
島
ナ
リ

他
封
、
他
領
ナ
リ

5

　ノ侯　
之
封
　ニ内
一　(

欠
字)　

侯
之
　ハ治　
　チ乃　
　リ在
二　
平
戸
　ニ島
一　
、
八
勝
　ニ並　
　ゾ

ク
ス

属
二　
地
　ニ方
一　
地

治
ハ
御
城
ナ
リ

6

　ト
ハ

方　
者
、
　謂
レ　
　ル

ヲ
不
レ　
　為
レ　
　ト島　
也
、
而
地
　
　ヘ

キ
ニ

僻
カ
タ
イ
ナ
カ　　
境-

　ユ
ウ
ナ
リ

幽
フ
カ
ク
カ
ス
カ　
人
　レ

ハ
非
レ　
　ク

ニ
之
二　
治
　ニ下
一　
、
　シ莫
レ　
　ル

コ
ト

出
二　
　ノ此　

治
下
、
御
城
下
ナ
リ

7

　ミ
チ
ニ

途
一　
、
　ル

モ
出
二　
　ノ此　
　ニ道
一　
亦
　レ

ハ
非
二　
　コ

ト
サ
ラ
ニ

故
　
　グ

ル
ニ

探
一　
、
則
　シ莫
レ　
　ル

コ
ト

過
二　
勝
　ヲ所
一　
、
　ク之
二　
五
龍
　ビ及　
壱
　ニ岐
一　
者
、
　ラ自　

　有
二　
　
　シ

ン津
ワ
タ
シ
バ
　

2
頁1

　フ埠
一　
、
亦
　シ莫
レ　
　ル

コ
ト

出
二　
　ノ此　
　ミ

チ
ニ

塗
一　
、
勝
　テ因　
　不
レ　
　得
レ　
　ア

ラ
ハ
ル
ヲ

顕
　
、
　ニ故　
　ブ遊
二　
　ケ

イ瓊　
　ホ

ニ浦
一　
者
　ツ

グ接
レ　
　ク

ビ
ス
ヲ

踵
　
　モ而　
　タ未
三　

瓊
浦
、
長
崎
ナ
リ

接
踵
、
追
々
ニ
行
ナ
リ

2

　カ
ツ
テ

曽　
　ル知
二　
勝
之
　ル

ヲ
在
　一レ　　
　ニ邇チカキ　也
、
画-

史
渡
沢
広
繁
、
去-

年
　ビ遊
二　
　ノ雲　
之
松
　ニ江
一　
、

雲
、
雲
州
ナ
リ

3

　コ
ヘ踰

レ　
　ヲ年　
　コ

ト
シ

茲　
丁
未
夏
、
　リ上
二　
商
　ニ舡
一　
、
　リ抵
二　
　ノ下　
　ニ関
一　
、
　タ

ヾ
チ
ニ

逕
　
　ユ

ク之
二　
平
　ニ戸
一　
、
　レ

ハ
至　
則(

欠
字)　

老

4

侯
乾
斎
公
　セ

ウ召　
　ケ

ン
シ
テ

見
　
　ス命
二　
　ノ此　
　ヲ図
一　
、
　ソ

モ
〳
〵

抑
　
　ユ

ウ游　
　カ

ク
ニ
シ
テ

客
　
而
　ニ

ワ
カ
ニ

遽
　
　ウ

ク
ル

奉
レ　
　ヲ命　
　ハ者　
　ソ何　
也
、

5

　ケ
タ
シ

蓋　
　テ

ノ
以
下　(

欠
字)　

公
　ト

ウ東　
　ク

ハ
ン
ノ

覲
　
之
道
　カ

ツ
テ

曽　
　テ出
二　
于
　ニ京
一　
、
広
繁
　テ因　
　ル

ヲ
得
上
レ　
　エ

ツ謁　-

　ジ
ス
ル
コ
ト
ヲ

侍
二

　
左

謁
侍
左
右
、
御
目
通
ニ

出
ル
ナ
リ

6

　ニ右
一　
　ヘ故　
也
、
　ア嗚ヽ　
乎
、
勝-

奇
　ニ

シ
テ

如
レ　
　ノ是　
而
、
　テ待
レ　(

欠
字)　

　ヲ公　
、
　テ始　
　ア

ラ
ハ
ル
ヽ
モ

顕
　
亦
　シ可
レ　
　フ謂
レ　
　ト奇　
矣
、

7

　ノ其　(

欠
字)　

　ス
ル

命
二　
　ダ

イ題　
　ゲ

ン
ヲ

言　
　ニ苞
一　
　ハ者　
　ソ何　
也
、
　テ

ノ
以
二　
　シ

ウ繍　
　シ

ノ梓　
之
命
、
広
繁
　テ帰
レ　
　ニ京　
而
　フ

ヲ
従
一　

繍
梓
、
板
刻
ス
ル
ナ
リ

3
頁1

　
ニ

レ
事　
故
也
、
苞
　カ

ツ
テ

曽　
　ミ

ル
ニ

見
二　
一
　ヲ友
一　
、
　カ

タ
ル

話
下　
　ビ遊
二　
平
　ニ戸
一　
　ミ

シ
コ
ト
ヲ

観
上
レ　
　ト

ル
ヲ

捕
レ　
　ヲ鯨　
、
　ニ大　
　ウ

ラ
ヤ
ム

羨
二　
　ノ其　
壮

タ
イ
ソ
ウ
　ヲ観ミモノ一　

2

　ン
デ

及
レ　
　ブ

ニ游
二　
　ケ

イ瓊　
　ホ

ニ浦
一　
、
　キ帰カヘリ　-

　ト塗ミチ　
　ツ出
二　
大
　ニ村
一　
、
　ニ徒　
　ハ

セ馳オモヒ二　
　オ

モ
ヒ
ヲ

想ヤリテ　
於
海
雲
　ヘ

ウ縹カ　
　ベ

ウ
ノ

渺スカ　
之
　ニ外
一　
不

3

　
ハ

レ
能
レ　
　ン

コ
ト

追
二　
、壮
　ノ観　
之
　ヲ跡
一　
、今
猶
、　テ以　
　ス為
レ　
　ウ

ラ
ミ
ト

憾
ク
チ
オ
シ
イ　
、　ヤ況　
　ン

ヤ
知
レ　
　ル

コ
ト
ヲ

有
二
　
其
奇
　勝
一　
乎
、　ン

テ
及
レ　
　ケ

ミ
ス
ル
ニ

閲ミル
二
　

4

此
　ヲ図
一　
　ウ

ラ
ミ

憾　
　マ

ス
〳
〵

滋
　
　シ甚　
、
昔
人
　有
下　
九
　ノ十　
之
歳
、
猶
　ス為
二　
名
山
之
　ヲ遊
一　
　者
上　
、
苞

5

　雖
二　
　ニ已　
　ボ

ウ
タ
リ
ト

耄
オ
ヒ
ボ
レ一
　
矣
　モ而　
　ン

ヤ
可
レ　
　ル不
レ　
　ハ喜
レ　
　ブ

コ
ト
ヲ

結
二
　
重
　ノ游　
良
　ヲ縁
一　
哉
、

再
遊
ノ
御
縁
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
喜
ブ
是
　所
二　-

　ン以　
　テ奉　(

欠
字)　

　
ヲ

レ
命　

6

　ル不
　一レ　　
　セ辞　
也

7

弘
化
丁
未
無
射
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貫
名
苞
題

4
頁1

　
高
巌
之
図

2

　
　
　
高
巌
　
﹇
　リ在
二　
下
松
浦
郡
長
坂
　ニ村
一　
、
　ル

コ
ト

去
レ　
　ヲ城　
三
里
﹈

3

高-
　ガ

ン巌　
　カ

ベ
ノ
如
ニ

壁
　-

　ツ立　
、
奇-

状
万-

　タ
イ態　

、
画-

家
　イ

ハ所
レ　
　ユ

ル謂　
　セ

ツ折　
　タ

イ帯　
　シ

ユ
ン

皴シハ　
也
、
老-

松
　イ囲　
　ニ

ヤ
ウ

繞　

4

　ニ下　
　リ有
二　
清-
　流
一　
、
　シ可
レ　
　キ

ク
ス

掬　
、
行
旅
　ル到
レ　
　ニ此　
、
　シ莫
レ　
　ル

ハ
不
二　
　テ企　
　望
三　

ツ
マ
ダ
テ
ヽ
ナ
ガ
メ
賞
　セ歎
一　
、

5

高-

巌
千-
尺
、
　ウ

カ
ヾ
フ

瞰
二　
清
　ヲ流
一　
、
蒼-

壁
嵯-

　ト
シ
テ

峨
　
、
　ス

イ翠　-

　ア
イ靄　

　ブ浮　
、
行-

客
　メ

テ
停
レ　
　ツ

エ
ヲ

筇　
、
　ノ何　
　ソ所　

6

　
ス
ル

レ
賞　
松-

風
万-
　ガ

ク壑　
、
　ラ自　
　セ

ウ蕭　水声
　シ

ウ颼　風声

2



7

　
潜
龍
水
之
図

5
頁1

　
　
潜
龍
水
　
﹇
　リ在
二　
　ノ猪　
調
　ニ村
一　
﹈

2

　ハ
ク瀑　

布
タ
キ

　サ高　
　ソ凡　
七-
丈
、
　レ

テ
分　
　ル為
二　
両
　ト条
一　
フ
タ
ス
ヂ

、
　ニ下　
　シ多
二　
　バ

ン盤　
　ノ石　
清
　レ

イ
タ
ル

冷
　
樹
　ノ木　
　オ

ウ蓊　
　ウ

ツ
タ
ル

鬱
一　

フ
カ
ク
シ
ゲ
ル

3

　ケ
ダ
シ

蓋　
神-

　ノ龍　
　所
二　
　セ

ン潜　
　フ

ク伏
一　
ヒ
ソ
ミ
フ
ス
、
　リ有
二　
　ク

ハ華　
　ヘ

ウ表
一　
ト
リ
ヰ

、
　ヘ

ン
シ
テ

扁
　

ガ
ク

　フ曰
二　
龍
　ト門
一　

4

　ダ
ン断　

　ガ
ン巌　

キ
ツ
タ
テ
ノ
イ
ハ

　カ
ク劃　

　サ
ク削　

サ
キ
ケ
ヅ
ル
如
ク
、
　ジ

ユ樹　
　サ

ウ蒼　
　ゼ

ン然　
、
　ニ上　
　有
二　
　飛　
　泉
一　
タ
キ

　ツ落
二　
九
　ヨ

リ
天
一　
大
ゾ
ラ
ヨ
リ
、
　ル知　
　レ是　

神-

龍

目
ニ
モ
カ
ヽ
ラ
ヌ
キ
ミ
ウ
ナ
ル
竜
　ヤ

ル行
レ　

　ヲ雨　
、

5

日
一-

時
　ウ

ン雲　-

　ム霧　
　ル

コ
ト
ヲ

起
二
　
　シ

ン深　-

　エ
ン
ニ

淵
一　
フ
カ
キ
フ
チ

6

　
石
橋
之
図

7

　
　
石
橋
　
﹇
　リ在
二　
福
井
　ニ村
一　
﹈

6
頁1

石
橋
　ソ凡　
　サ長　
十-

丈
、
　サ広　
二-

丈-

余
、
　ミ上　
　テ

イ砥　-

　ヘ
イ
ニ
シ
テ

平
　

タ
イ
ラ
カ

　シ可
二　
往-

　ス来
一　
、
　ニ実　
　マ

レ
ナ
ル

希
レ　
　ル

コ
ト

有
　
　キ奇　

2

　ク
ハ
ン

観　
也
、
　ニ下　
　リ有
二　
観
音
　堂
一　
、
土-

人
　呼
二　
　ノ橋　
観
　ト音
一　

3

　キ
ヨ巨　-

石
　マ

タ
ガ
ツ
テ

跨
レ　
　ソ

ラ
ニ

空　
　オ

ラ自　
　ナ

ル作
レ　
　ト橋　
、
　ハ

ン攀　
　セ

イ
ノ

躋　
ヨ
ヂ
ノ
ボ
ル
　ハ人　
　タ

リ
似
レ　
　ル

ニ
上
二　
　ウ

ン雲　
　セ

ウ
ニ

宵
一　
ク
モ
ソ
ラ

、
　ク

ワ
ウ

恍　-

　セ
ン
ト
シ
テ

然
　
　オ

モ
ヒ

想　
　ミ

ル見　
、
天-
　ダ

イ
ノ

台　

恍
然
、
ホ
ノ
カ
ニ

4

路
五-

　ノ百　
　オ

ウ応　
　シ

ン真　
ラ
カ
ン

、
　テ来
レ　
　ニ此　
　ム

カ
フ
ル
ヲ

邀
　

コ
ヽ
ニ
出
ム
カ
ヘ
ニ
来
テ
居
ル
カ
ト
思
ハ
レ
ル

5

　
大
悲
観
之
図

6

　
　
大
悲
観
　
﹇
　リ在
二　
小
佐
々
　ニ村
一　
﹈

7

岩
　サ高　
　ホ

ト
ン
ド

殆
　
六-

丈
、
文-

政
十
三
年
秋(

欠
字)　

老
公
乾
斎
公
　ミ

ヅ
カ
ラ

親
　
　シ題
二　
大

7
頁1

悲
　ノ観　
三
　ヲ字　
　マ

シ磨
レ　
　ガ

イ
ヲ

崖　
　ス刊　
　ヲ之　

一
ス
リ
ミ
カ
キ
キ
シ
キ
サ
ミ
ツ
ケ
ル
、
上-

下
一
丈
三-

尺-

余
、
　ニ下　
　ア

ン安
二　-

　チ
ス置　

観-

　ノ音　
銅
　ヲ像
一　
、

2

観
　ノ音　
　ク功　
　ト

ク徳　
　ト本　
　ム無　
　リ

ヤ
ウ

量　
　ギ仰　
　ル見　
　ジ慈　
　ヒ悲　
　キ喜　
　シ

ヤ
ノ

捨　
相
福-

寿
　ク

ハ
願　
　シ

カ
ラ
ン

斉
二
　
盤
　ノ石　

3

　カ
タ
キ
ニ

固
一　
、
　グ

ン群　
　レ

イ黎　
多
ク
ノ
下
々
　ハ

イ拝　
　シ

ク祝　
　タ

イ泰　
　ネ

イ寧　
　シ長　

4

　
眼
鏡
石
之
図

5

　
　
眼
鏡
石
　
﹇
　リ在
二　
大
野
　ニ村
一　
、
　従
レ　
是
　ヲ南　
　ス為
二　
彼
杵
　ト郡
一　
﹈

6

岩
　サ高　
三-

丈
四-

五-

尺
、
　ガ

ン眼　
　ケ

ウ竅　
ア
ナ

　バ
カ
リ

可
二　
二
丈
八
　尺
一　
、
　ノ其　
上
　ニ

シ
テ

平
　
　ク受
二　
往
　ヲ来
一　

ア
ル
カ
レ
ル

、

7

今
　所
レ　
　ス

ル
図　
　レ是　
　ギ

テ
過
レ　
　ケ

ウ竅　
　テ而　

ア
ナ
ノ
ウ
チ
ヲ
ト
ホ
リ
テ
　所
二　
　コ顧　
　バ

ウ
ス
ル

望
一　
也

フ
リ
ム
キ
ナ
ガ
メ

8
頁1

　レ誰　
　カ人　
　レ不
レ　
　ア

ヤ
シ
マ

恠
二　
　コ

ノ個　
神-

　ヲ工
一　
、
　ナ

ラ
ベ

雙ソウ
二　-

　ミ
ガ
キ
シ
テ

琢タク
　
、
　ウ

ン雲イ　
　コ

ン
ヲ

根シ
一　
、

両
眼
ノ
ヤ
ウ
ナ
リ

眼-

様
　シ同　
、
納
々
乾-

坤
知
　キ

コ
ト
ヲ

可
　

2

　ウ
カ
ガ
フ

レ
瞰
　
、
　テ似
レ　
　ル

ニ
懸
二　
　ア

イ靉メ　
　タ

イ
ヲ靆

ガ
ネ
一　
、
　洞　-

　ト
シ
テ

然
　
　シ空　

ボ
ン
ト
穴
ガ
ア
イ
テ
ヰ
ル

3

　
岩
屋
宮
之
図

4

　
　
巌
屋
宮
　
﹇
　リ在
二　
佐
世
保
　ニ村
一　
﹈

5

妙
　ノ見　
　シ祠ホコラ　　リ在
二　
　ガ

ン巌イワホ　　ト
ウ
ノ

洞ホラ　
　ニ中
一　
、
　ヨ

リ従
二　

　ク
ハ華　

　ヘ
ウ表

一　
ト
リ
ヰ

百-

余-

歩
、
　ノ其　
　カ

タ
ハ
ラ

側
　
　老　-

　ジ
ユ樹　

オ
ヒ
キ

　ウ紆　
　ウ

ツ鬱　
シ
ゲ
リ

　エ
ン宛　サナ

ガ
ラ -

6

　タ
ル

然　
　レ

イ霊　
　ケ

イ境　
矣

仙
境
ノ
ヤ
ウ
ナ
霊
妙
ノ
所

7

　ス
イ垂　

　セ
キ跡　

妙
見
ノ
神
コ
ヽ
ニ
ア
ト
ヲ
タ
レ
　ゲ

ン儼　
　タ

リ
然　

キ
ツ
ト
シ
テ
居
タ
マ
フ
、
　ト

ウ洞　
　ク

ツ
ノ

窟　
辺

ホ
ラ
イ
ハ
ヤ
ノ
ホ
ト
リ
、
　ウ

ン雲　
　イ幃　

ク
モ
ノ
マ
ク
　ヘ

イ薜　
　チ

ヤ
ウ

帳　
ツ
タ
カ
ヅ
ラ
ノ
戸
帳
、
　オ

ラ自　

　レ
ン聯　

　テ
ン纏　

ツ
ラ
ナ
リ
マ
ト
フ
　森　-

　タ
ル々　

フ
カ
ク
シ
ゲ
リ
林-

　エ
ツ樾　

ハ
ヤ
シ
モ
リ
、
　無
二　
人

人
声
モ
ナ
シ

9
頁1

　語
一　
、
　ソ

ウ爽　
　ラ

イ籟　
サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ル
風
ノ
オ
ト
、
時-

々
　ソ

ウ
ス

奏
二　
ハ
ヤ
シ
タ
テ
ル
　ク

ハ
ン

管　
イ
ト

　ゲ
ン
ヲ

弦
一　
タ
ケ

2

　
福
石
山
之
図

3

　
　
福
石
山
　
﹇
　ニ在
二　
日
宇
　ニ村
一　
﹈

4

大-

石-

洞
　シ如
二　
　デ

ン殿　
　ラ

ウ
ノ

廊
一　
、
　リ有
二　
石-

　ゾ
ウ
ノ

像　
五-

百
　ラ羅　-

　カ
ン漢

一　
、
大-

　ノ石　
下
　リ有
二　
観
音
　堂
一　

3



5

　ド
ウ洞　-

　ク
ツ窟　

　ク如
レ　
　ノ廊　
　ア

ツ
ス

壓
二　
下
ニ
オ
シ
ク
ダ
ス
古-

　キ
ウ
ヲ

邱
一　
、
半
　ノ千　
羅-

漢
　マ侭ヽ　
　タ

ヘ
タ
リ

堪
レ　
　ト

モ
ナ
フ
ニ

儔
　
、
　ラ自　
　マ

サ
ニ

将
三　ス
　ヒ相　-

　テ伴　
　ン

ト
入
二　

禅
　
　ニ悦
一　

禅
味
ノ
オ
モ
シ
ロ
キ
所
ニ

6

　一　-
　カ

ツ喝　
一-

　セ
イ声　

高
ク
声
ヲ
ア
ゲ
ヨ
ブ

、
　マ

サ
ニ

応
レ　ベシ
　テ

ン
ス

点
レ　
　ト

ウ
ヲ

頭　
ウ
ナ
ヅ
ク

7

　
潮
之
目
之
図

10
頁1

　
　
潮
之
目
　
﹇
　リ在
二　
早
岐
　ニ浦
一　
、
　去
レ　
　ヲ城　
十
三
里
﹈

2

浦-

　ノ口　
左-

右
　キ

ヅ
キ

築
レ　
　テ

イ
ヲ

堤　
ド
テ

、
　シ約
レ　
セ
バ
メ
　ウ

シ
ホ
ヲ

潮
　
、
以
　フ

セ
グ

防
二　
　ハ

ン汎　
　イ

ツ
ヲ

溢
一　
大
ナ
ミ

、
　ノ其　
間
　ハ

カ
リ

可
二　
五-

六-

　丈
一　
潮
進サシ -

3

　ノ退　ヒキ
時
、
　ノ其　
勢
　シ

ウ潨　
　セ

ツ�　
ナ
ガ
ル
ヽ
　ル為
二　
　ト怒　
　ロ

ウ
ト

瀧
一　
タ
キ
ノ
水
ノ
ヤ
ウ
ナ

4

浦-

頭
　タ

ヽ
ン
テ

畳
レ　
　ヲ石　
　シ

テ
対　
　ス成
レ　
　ヲ門　
、潮-

汐
朝
ノ
シ
ホ
夕
ノ
シ
ホ
　マ

ン満　
　カ

ン干　
ミ
チ
ヒ

　ヒ相　
　ト吐　
　ド

ン
ス

呑　
ハ
キ
ノ
ム

、
　ケ

キ激　
　サ

イ砕　
ツ
キ
ア
タ
リ
ク
ダ
ケ
、
　キ

ヤ
ウ

洶　
　ト

ウ騰　
ワ
キ
ア
ガ
リ
、
　フ

ク噴
二　
白-

5

　ヲ雪
一　
　シ

ク�　
　ト

シ
テ

然
　

タ
チ
マ
チ
ニ

　ラ
イ雷　

　ホ
ウ迸　

　
ノ
如
ク
ホ
ト
バ
シ
リ
又
　リ

ヤ
ウ

龍　
　ホ

ン奮　
　
ノ
如
ク
フ
ル
フ

6

右
八-

奇-

勝
　リ在
一　
平
戸
侯
封-

内
地-

　ニ方
一　
、
　ハ半　
　リ在
二　
下
松
浦
　ニ郡
一　
、
　ハ半　
　リ在　

7

彼
杵
　ニ郡
一　
、
丁-

未
四-

月
、
　ニ西　
　ン

テ
遊　
　イ

タ
リ

詣
二　
平
　ニ戸
一　
、
　タ

マ
〳
〵

適
　
　ル蒙
二　(

欠
字)　

老
　ノ侯　
召
　ヲ見
一　
、
　テ因　

11
頁1

　シ命
レ　
　ニ繁　
　与
二　
一
　ノ二　
臣-

　僚
一　
　リ至
二　
　ノ其　
　ニ地
一　
、
　ニ

シ
画
レ　
　ヲ之　
　ニ

シ
詩
レ　
　ヲ之　
、
　ツ且　
　セ

シ
ム

記
二　
　ノ所
レ　
　ル在　
地-
　ヲ名
一　
、

2

　キ如
二　
霊-

巌
石-

　ノ橋　
之
長-

短
広ヒロ
　ノ狭
一　
セ
マ

、
　ナ皆　
　レ是　
　ニ実　
　ツ

イ
テ

就　
　ク

ハ
ク

矱　-

　ス尺　

尺
ヲ
ア
テ
ハ
カ
リ
テ
見
ル
、
　不
二　
　テ敢　
増-

　セ損
一　

3

也
、

コ
ト
シ

今-

茲
　キ剞　
　ケ

ツ劂　
板
ニ
ホ
リ
ア
ゲ
　ル成　
　ラ自　
　ス記
二　
　ノ其　
　ヲ所
　一レ　　
　ル由　
云

4

嘉
永
紀
元
戊
申
歳
四
月

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
安
沢
渡
広
繁
画
并
識

6

熈
天
保
十
三
年
地
方
に
ゆ
く
、
か
ね
て
地
方
の

7

勝
景
を
摺
も
の
に
せ
ん
志
久
し
け
れ
は
、

12
頁1

し
き
り
に
そ
の
意
う
こ
く
、
さ
き
に
鯨
帖
を

2

も
の
す
れ
と
、
こ
は
手
重
也
、
よ
つ
て
、
訪
来
れ
る

3

雅
客
に
贈
ら
ん
料
に
、
幸
に
下
り
あ
ひ
た
る

4

精
斎
に
あ
つ
ら
へ
つ
け
て
、
つ
ゐ
に
こ
の
一
冊
と

5

な
し
、
地
方
八
奇
勝
と
名
つ
け
た
り
、
そ
の
詩
文

6

読
安
か
ら
ん
た
め
に
、
随
筆
に
も
取
置
ぬ

7

　
　
安
政
二
年
乙
　

　
夘
四
月
十
八
日
記
之
　
亀
岡

山
人

13
頁2

（
福
井
村
橋
の
観
音
の
事
）

1

　
　
○
福
井
村
橋
の
観
音
の
事

2

志
佐
福
井
村
に
石
橋
山
観
音
院
と
い
ふ
所
あ
り
、

3

瑞
雲
寺
の
末
寺
観
音
寺
の
持
に
て
、
小
堂
に
観

4

世
音
の
像
を
安
置
す
、
堂
の
後
に
自
然
の
石
橋

5

あ
り
て
、
奇
絶
の
景
色
な
り
、
人
の
能
く
知
る
所

6

な
れ
は
、
委
し
く
は
い
は
す
、
爰
は
地
方
三
十
三
番
の

7

札
所
の
内
第
一
番
に
て
、
開
基
は
久
保
清
左
衛
門

14
頁1

と
い
ふ
人
に
て
、
天
文
十
三
甲
　

　
辰
年
建献

立
と
い
ふ
、
縁

4



2

起
等
な
け
れ
は
分
明
な
ら
す
、
さ
て
こ
の
観
音
堂

3

大
破
に
お
よ
ひ
ぬ
と
て
、
再
建
の
願
差
出
あ
り
し

有
之

4

候
処
、
安
政
四
年
丁
　

　
巳
六
月
朔
日
夜
火
災
あ
り
て
、

5

堂
宇
仏
体
と
も
に
焼
失
せ
り
、
依
て
ま
た
再
建

6

の
願
、
且
今
ま
て
は
草
堂
な
る
を
瓦
葺
に
す
へ

7

し
、
そ
の
入
費
は
領
分
勧
化
天
明
二
壬
　

　
寅
年
の
例
に

15
頁1

す
へ
し
な
ん
と
村
方
よ
り
申
出
た
れ
と
、
思
ふ
所

2

あ
り
て
、
左
に
記
す
通
り
、
寺
社
奉
行
よ
り
観

3

音
寺
へ
申
渡
さ
せ
ぬ
、
趣
意
は
左
の
文
に
て
知
へ
し

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
佐

　

観
音
寺

5

橋
之
観
音
堂
観
音
共
ニ
一
昨
巳
年
焼
失
之

6

処
、
再
建
之
儀
ハ
先
例
も
有
之
由
ニ
て
御
領

16
頁1

分
市
中
在
浦
勧
化
相
願
、
仏
像
之
儀
は
御
造

2

作
ニ
て
御
出
来
被
下
候
様
願
出
候
得
共
、
御
難
渋
之

3

御
時
節
柄
ニ
候
得
は
、
御
造
作
ニ
て
御
再
興
之
儀

4

難
相
成
、
市
中
在
浦
追
々
御
用
銀
被(

平
出)　

5

仰
付
候
末
ニ
候
得
は
、
堂
再
建
之
勧
化
願
之
通
被(

平
出)　

6

仰
付
候
儀
も
難
相
成
、
然
処
、
同
所
は
天
造
之

7

石
橋
ニ
て
格
別
之
霊
地
ニ
候
故
、
中
古
仏
像
を
安

17
頁1

置
致
た
る
物
ニ
て
可
有
之
処
、
諸
人
却
て
仏
像
而

2

已
を
致
信
仰
候
て
は
自
然
之
場
所
ニ
も
相
叶
申

3

間
敷
、
且
は
堂
并
観
音
共
ニ
致
焼
失
候
義
は
、

4

則
仏
慮
ニ
可
有
之
、
右
ニ
付
、
観
音
堂
ハ
再
興
不

5

被(

欠
字)　

仰
付
候
間
、
以
来
、
石
橋
を
観
音
之
仏
体
と
存

6

可
致
崇
敬
候
、
右
は
格
別
之(

欠
字)　

御
趣
意
も
被
為

7

在
候
御
事
故
、
御
手
元
ゟ
御
祠
堂
銀
壱
貫
目

18
頁1

御
寄
附
被
遊
候
条
、
貸
方
ニ
致
永
代
其
利
銀
を

2

　
以
供
養
向
無
懈
怠
可
致
執
行
旨(

平
出)　

3

御
隠
居
様
被(

欠
字)　

仰
出

4

　
但
、
右
ニ
付
、
供
養
式
相
勤
候
仮
屋
壱
軒
、
御
紋

5

　
附
御
幕
壱
頭
、
石
之
香
炉
壱
ツ
、
石
之
花
生

6

　
弐
ツ
、
石
之
火
灯
壱
ツ
、
壱
度
限
御
手
元
ゟ

7

　
御
寄
附
、
修
復
之
儀
は
村
中
請
ニ
被(

平
出)　

19
頁1

　
仰
付
候

2

右
之
通
御
申
通
可
有
之
候

3
安
政
六
年
己
未

　
　
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

5



4

　
　
　
　
寺
社
奉
行
御
中

5

右
橋
の
観
音
の
事
は
、
月
番
よ
り
申
達
し
た
る

20
頁1

書
付
の
写
し
に
て
事
分
明
也
、
し
か
し
て
、
右
夢
の

2

寄
附
物
も
夫
々
調
ひ
、
供
養
式
も
済
た
れ
は
、
昨
年

3

八
月
彼
岸
中
に
老
女
等
を
代
参
に
遣
し
、
事
初
め

4

を
さ
せ
た
り
、
か
く
永
格
を
は
か
り
て
、
事
革
り

5

た
れ
は
、
随
筆
に
と
り
置
も
の
な
り

6

　
安
政
七
年
庚申
三
月
十
四
日
記
之

3

（
大
悲
観
夢
の
記
の
事
）

21
頁1

　
　
○
大
悲
観
夢
の
記
の
事

2

　
ぬ
は
玉
の
夢
に
は
六
の
し
な
有
と
か
や
、

3

　
む
か
し
よ
り
我
朝
の(

欠
字)　

明
王
の
夢
に
も

4

　
た
ふ
と
き(

欠
字)　

神
仏
の
い
ち
し
る
く
告
さ
せ

5

　
給
ふ
た
め
し
少
か
ら
す
、
ま
た
、
こ
と
さ
や
く

6

　
も
ろ
こ
し
の
王
侯
も
夢
を
は
大
卜
に

7

　
占
は
し
め
て
、
吉
凶
を
わ
か
ち
、
あ
る
ひ
は

22
頁

1

　
夢
に
よ
り
て
か
し
こ
き
人
を
得
し
な
と

2

　
い
へ
る
た
く
ひ
、
古
き
ふ
み
に
も
多
く
な
ん

3

　
見
え
侍
る
、
そ
も
〳
〵
佐
々
村
大
別
当
の
観
音

4

　
巌
は
、
そ
の
か
み
雄
香
寺
大
随
和
尚
、
石
像
の

5

　
観
音
を
安
置
さ
ら
れ
し
よ
り
、
観
音
巌

6

　
と
は
称
し
け
り
、
去
る
文
政
十
一
年
の
秋(

平
出)　

7

　(

熈)上
、
長
崎
へ
御
越
遊
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
、
武
雄

23
頁1

　
温
泉
に(

欠
字)　

御
入
湯
あ
り
て(

欠
字)　

御
帰
り
の
時

2

　
十
一
月
五
日
、
大
別
当
へ(

欠
字)　

御
立
寄
遊
さ
れ

3

　
御
逗
留
の
中
に
観
音
巌
へ
も(

欠
字)　

御
出(

平
出)　

4

　
御
覧
せ
ら
れ
て
珍
し
き
岩
立
な
り
、
こ
の

5

　
巌
の
中
腹
に
、
大
悲
観
と
大
文
字
彫

6

　
た
ら
ま
し
か
は
、
あ
は
れ
仏
光
世
に
輝
く

7

　
へ
し(

欠
字)　

御
自
筆
に
遊
し
て
賜
ら
ん
と

24
頁1

　
仰
こ
と
有
け
る
か
、
同
十
三
年
八
月
十
一
日(

平
出)　

2

　
御
城
に
召
て
、
大
悲
観
の
御
大
文
字
年
号

3

　
御
位
署
、
御
自
筆
に
遊
さ
れ
し
を(

平
出)　

4

　
御
手
自
下
し
賜
り
け
り
、
有
か
た
く
頂
戴
し
、

5

　
謹
て
拝
見
し
侍
り
け
る
に
、(

欠
字)　

御
墨
の

6



6

　
い
ろ
さ
へ
言
葉
に
の
へ
か
た
し
、
御
文
字
の

7

　
惣
長
さ
一
丈
三
尺
三
寸
な
ん
侍
り
け
る
、

25
頁1

　
頓
て
巌
に
彫
へ
き
旨(

欠
字)　

仰
を
蒙
り
て
、

2

　
と
に
か
く
い
そ
き
け
る
ほ
と
に
、
同
年
九
月
十
五
日

3

　
上
、
例
の
こ
と
く
長
崎
へ(

欠
字)　

御
越
の
時
、
観
音
巌

4

　
御
覧
せ
ん
と
て
、
し
は
し
は
か
り(

欠
字)　

御
立
寄

5

　
遊
さ
れ
、
巌
の
こ
の
も
に
、
し
か
〳
〵
彫
へ
き

6

　
む
ね(

欠
字)　

仰
置
て(

欠
字)　

御
帰
り
の
せ
つ(

平
出)　

7

　
御
覧
せ
ら
る
へ
く
ま
ゝ
、
そ
の
間
に
巌
に

26
頁1

　
彫
へ
き
道
造
り
せ
よ
な
と(

欠
字)　

仰
付
置
れ

2

　
直
に
長
崎
へ(

欠
字)　

御
越
遊
さ
れ
け
り
、
此
観
音

3

　
巌
は
凡
高
さ
五
丈
八
尺
余
有
て
、
四
方
は

4

　
削
り
立
る
か
こ
と
く
、
絶
壁
の
岩
石
な
れ
は
、

5

　
い
か
ゝ
は
し
て
登
り
う
へ
き
、
鳥
獣
な
ら
て
は

6

　
と
こ
そ
見
え
侍
り
か
、
兼
て
願
ひ
置
し

7

　
御
城
方
の
御
下
部
の
か
ゝ
る
わ
さ
に
堪
た
る

27
頁1

　
も
の
と
も
、
或
は
田
舎
の
身
軽
き
ま
す
ら
を

2

　
な
と
を
つ
と
へ
て
、
さ
か
は
り
高
き
い
わ
ほ
の

3

　
い
た
ゝ
き
に
た
や
す
く
登
り
え
て
、
彫
へ
き

4

　
道
造
り
成
ぬ
、
是
偏
に(

欠
字)　

御
威
光
ゆ
へ
な
り

5

　
同
月
廿
四
日(

欠
字)　

上
、
長
崎
よ
り(

欠
字)　

御
帰
り
か
け
、
大

6

　
別
当
へ(

欠
字)　

御
立
寄
遊
さ
れ
て
、
彫
初
る
を
は

7

　
御
覧
せ
ら
れ
け
り
、
御
文
字
の
か
た
ち
、
大
か
た

28
頁1

　
え
り
終
れ
る
を
み
そ
な
は
さ
ん
と
て
、
三
四
日

2

　
御
逗
留
お
は
し
ま
し
け
る
に
、
同
廿
六
日
の

3

　
暁
方(

欠
字)　

御
夢
の
中
に
、
御
茶
屋
の
前
な
る

4

　
田
原
と
お
ほ
し
き
所
に
、
何
鳥
な
る
や
ら
ん
、
二
羽

5

　
居
け
る
か
、
一
羽
は
鉄
炮
な
と
に
打
れ
た
る

6

　
気
色
に
て
、
く
る
し
み
な
や
め
る
さ
ま
し
て

7

　
居
た
り
し
か
、
観
音
巌
の
か
た
よ
り
仏
像

29
頁1

　
現
し
給
ひ
、
か
く
や
く
と
ひ
か
り
を
放
ち
、
か
の

2

　
鳥
を
て
ら
し
給
へ
は
、
な
や
め
る
鳥
さ
も
い
さ

3

　
ま
し
く
た
ち
あ
か
り
、
飛
去
ぬ
と(

平
出)　

4

　
御
覧
し
て
、
御
夢
さ
め
給
ひ
に
け
り
、
不
思

5

　
議
に(

欠
字)　

思
し
召
て
、
よ
く
御
按
し
遊
さ
れ

6

　
け
る
に
、
個
々
に
御
考
合
さ
る
ゝ
事
の
侍
り
け
り

7



7

　
そ
は
兼
て
神
仏
の
霊
場
へ
は
、
大
麻
手
向

30
頁1

　
御
経
お
さ
め
、
御
寄
附
な
と
色
々(

欠
字)　

御
信
心
お
は

2

　
す
る
か
中
に
、
京
師
わ
た
り
古
き
都
な
ん
と

3

　
其
外
埋
れ
お
は
す
仏
像
を
は
繁
昌
の
霊
地
へ

4

　
う
つ
し
ま
い
ら
せ
給
ふ(

欠
字)　

御
志
お
は
し
て
、

5

　
こ
ゝ
か
し
こ
よ
り
も
と
め
出
し
給
へ
は
、
必
又
、

6

　
其
尊
像
を
は
納
め
給
ふ
へ
き
所
も
出
来
て
、

7

　
こ
れ
か
れ
符
合
す
る
事
多
の
み
お
は
す
る
故
、

31
頁1

　
是
ま
て
あ
ま
た
の
仏
像
を
あ
な
た
か
な
た
に

2

　
安
置
し
給
ひ
け
る
か
、
近
こ
ろ
、
奈
良
よ
り
や

3

　
出
た
り
け
ん
、
ま
た
仏
像
一
体
送
り
ま
い
ら
せ

4

　
け
れ
と
、
未
い
つ
か
た
へ
納
め
給
は
ん
の
御
心

5

　
あ
て
も
お
は
さ
ぬ
所
、
今
の
御
夢
に
光
り
を

6

　
放
ち
給
ひ
し
は
、
ま
さ
し
く
此
仏
像
の

7

　
御
か
た
ち
に
て
お
は
し
け
る
よ
と
な
ん

32
頁1

　
思
し
め
く
ら
さ
れ
け
る
そ
の(

欠
字)　

御
仏
像
と

2

　
い
へ
る
は
、
則
白
衣
観
音
に
し
て
、
古
代
の
金

3

　
紫
銅
の
極
て
天
竺
正
来
の
霊
像
に
て
お
は
し

4

　
ま
せ
は
、
か
の
巌
に
垂
跡
し
給
ひ
て
、
国
家
を

5

　
鎮
護
し
、
殊
に
谷
村
事
、
信
心
深
け
れ
は

6

　
子
孫
の
繁
栄
を
守
り
、
衆
生
を
済
度
し

7

　
普
く
利
益
を
施
し
給
ふ
へ
き
の
兆

33
頁1

　
な
ら
ん
と
御
夢
あ
は
せ
遊
さ
れ
て
、
か
の
尊

2

　
像
を
は(

欠
字)　

御
城
よ
り
大
別
当
へ
む
か
へ
と
り
給
ひ
、

3

　
御
前
に
僕
を
召
て(

欠
字)　

御
夢
物
か
た
り
遊
さ
れ
、

4

　
か
の
巌
の
御
文
字
の
下
に
、
厨
子
形
に
彫
て

5

　
安
置
し
奉
り
、
な
か
く
信
心
せ
よ
と
て
、

6

　
御
仏
像
を(

欠
字)　

御
手
自
御
渡
し
賜
り
て
、

7

　
ね
も
こ
ろ
に(

欠
字)　

仰
を
蒙
り
し
か
は
、
有
か
た
さ

34
頁1

　
た
と
へ
ん
か
た
な
く
感
涙
に
堪
す
し
て
退
き
、

2

　
す
み
や
か
に
御
厨
子
形
に
え
ら
せ
て
安
置
し

3

　
奉
り
ぬ
、
さ
れ
と
、
此
巌
に
常
住
置
奉
ら
ん
に
、

4

　
世
に
は
い
ひ
し
ら
す
さ
か
な
き
く
せ
も
の
ゝ

5

　
侍
れ
は
、
い
か
な
る
無
法
の
事
を
し
奉
ら
ん
も

6

　
は
か
り
か
た
く
、
か
つ
は
人
家
も
遠
き
里

7

　
は
な
れ
に
、
あ
か
の
水
さ
へ
た
え
〳
〵
な
ら
ん

8



35
頁1

　
こ
と
を
恐
れ
な
け
き
て
、
常
は
御
茶
屋
に

2

　
置
奉
り(

欠
字)　

御
茶
屋
守
し
て
香
花
を
も

3

　
さ
ゝ
け
、
春
秋
の
彼
岸
、
あ
る
い
は
晴
の
時
は
か
り

4

　
出
し
奉
り
て
ん
よ
し
を
申
あ
け
侍
し
か
は
、

5

　
其
通
り
に(

欠
字)　

御
許
し
給
り
ぬ
、
し
か
は

6

　
あ
れ
と
、
も
し
行
末
い
か
ゝ
あ
ら
ん
事
を

7

　
思
召
て
、
尚
又
、
当
天
保
四
年
の
春
、
仏
慮
を

36
頁1

　
伺
へ
き
の
旨(

欠
字)　

仰
を
蒙
り
、
彼
岸
中
日
に

2

　
大
悲
観
の
御
前
に
参
り
、
五
通
り
の
御
鬮
を

3

　
も
て
伺
ひ
侍
り
し
所
、
外
に
御
木
仏
を

4

　
造
り
て(

欠
字)　

大
悲
観
巌
の
御
厨
子
形
の
中
に

5

　
安
置
し
ま
い
ら
せ
、
御
本
仏
は
、
本
宅
へ

6

　
移
し
奉
る
へ
き
よ
し
の
御
鬮
下
り
け
る

7

　
ゆ
へ
、
罷
帰
り
て
、
し
か
〳
〵
の
旨
を
申
上
侍
け
れ
は
、

37
頁1

　
上
に
も(

欠
字)　

御
安
心
遊
さ
れ
け
る
と
の(

平
出)　

2

　
御
意
を
蒙
り
、
有
か
た
さ
い
は
ん
か
た
な
し
、

3

　
こ
れ
に
よ
り
て
、
白
石
善
慶
法
橋
に
も
の
し
て

4

　
尊
像
を
刻
み
ま
い
ら
せ
、
か
の
巌
の
御
厨
子
に

5

　
入
奉
り
、
御
本
仏
は
居
宅
に
新
に
御
仏
壇
を

6

　
構
へ
安
置
し
奉
り
ぬ
、
扨
こ
そ
、
朝
夕
の
香
花

7

　
あ
か
の
水
を
も
怠
ら
す
し
て
、
深
き(

平
出)　

38
頁1

　
上
の
御
恵
み
を
仰
き
、
あ
ら
た
な
る(

平
出)　

2

　
仏
慮
を
貴
み
、
世
に
霊
光
を
尊
信
し

3

　
奉
る
へ
け
れ
、
か
し
こ
け
れ
と(

欠
字)　

御
ゆ
め

4

　
物
語
り
の
あ
ら
ま
し(

欠
字)　

霊
像
拝
領
の

5

　
ゆ
へ
よ
し
を
か
い
つ
け
置
侍
る
な
り

6

　
天
保
四
癸
　

　
巳
の
と
し
二
月
　
谷
村
定
澄
謹
識

39
頁1

　
　
（
※
関
防
印
を
置
く
予
定
で
あ
っ
た
か
。
以
下
、
□
・
○
は
、
印
を
置
く
予
定
の
箇
所
と
推
測
。）

2

　
右
夢
の
記
は
、
そ
の
こ
ろ
、
貞
方
忠
友
直
に

3

　
筆
を
起
す
、
其
後
、
定
澄
の
乞
に
依
て

4

　
代
書
の
体
に
も
の
し
、
清
書
し
て
、

5

　
か
の
家
に
わ
た
し
置
た
る
な
り
、
源
本

6

　
に
て
珍
重
す
へ
き
品
な
れ
は
、
こ
た
ひ
、
こ
の

7

　
由
来
を
奥
書
し
て
、
印
押
を
く

8

　
も
の
な
り

9



40
頁1

　
　
　
元
治
元
年
甲子
十
一
月
吉
辰

2

　
　
　
　
　
　
七
十
四
翁

3

　
　
　
　
　
　
　
　
御
名

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

41
頁1

　
　
○

2

一
　
抑
い
る
ぬ
文
政
十
一
年
の
冬
十
一
月
の
事
な
り

3

　
　
け
ん
、
小
佐
々
に
立
寄
、
大
別
当
の
大
巌
石
に

4

　
　
大
悲
観
の
三
字
を
も
の
せ
ん
と
あ
ら
ま
し

5

　
　
し
て
、
後
に
書
き
て
彫
せ
た
る
事
あ
り
き
、
今
は

6

　
　
大
悲
観
と
い
ふ
地
名
の
こ
と
く
な
り
て
、
人
も

7

　
　
信
仰
す
る
よ
し
な
れ
と
、
星
霜
丗
七
年
を

42
頁1

　
　
経
り
た
る
こ
と
、
殊
に
当
地
隠
遁
の
後
も

2

　
　
一
度
歟
詣
た
る
の
み
に
て
、
次
第
に
老
境
に

3

　
　
い
り
、
多
病
な
れ
は
、
お
も
ふ
十
分
の
一
も
行
届

4

　
　
か
ぬ
侭
に
て
打
過
ぬ
、
し
か
る
処
に
、
お
も
ひ
き
や

5

　
　
側
室
今
子
東
よ
り
下
向
、
爰
に
住
居
す
る

6

　
　
事
に
は
成
り
た
り
、
其
因
縁
を
も
て
、
む
か
し
の

7

　
　
大
悲
尊
は
如
何
な
り
つ
る
や
、
今
子
の
心
得
に
も

43
頁1

　
　
な
ら
ん
れ
な
れ
は
、
す
こ
し
時
書
置
せ
し

2

　
　
夢
の
記
、
今
の
主
人
吉
三
さ
た
め
て
所
持
す
へ
し
、

3

　
　
出
し
て
今
子
に
見
せ
よ
と
申
付
た
り
、
夫
を

4

　
　
取
よ
せ
て
、
ま
た
、
夢
の
記
を
見
る
も
の
か
な

5

　
　
つ
く
〳
〵
と
打
か
へ
し
て
よ
み
見
る
に
、
人
伝
に

6

　
　
聞
と
は
少
し
く
た
か
へ
る
や
ふ
な
れ
は
、
そ
の

7

　
　
尊
像
を
も
お
か
み
た
し
と
次
第
し
て
、
尋
ね

44
頁1

　
　
探
り
て
見
る
に
、
む
か
し
老
人
三
右
衛
門

2

　
　
定
澄
、
仏
師
法
橋
善
慶
互
に
約
し
て

3

　
　
世
を
去
、
今
迄
年
経
た
る
由
な
り
、
誠
に
不
可

4

　
　
思
議
の
妙
智
力
と
申
奉
ら
ん
は
、
斯
の
如
き
事

5

　
　
な
る
へ
し
と
此
熈
七
十
四
歳
の
老
翁
忿
発

6

　
　
し
て
、
吉
三
は
勿
論

7

　
　

須
藤
了
佐

45
頁1

　
　

白
石
妙
慶

2

　
　

瀧
津
　
響
　

10



3

　
　
を
懸
り
と
し
て
、
猶
も
大
悲
尊
の
仏
慮
に

4

　
　
違
ひ
て
は
な
ら
し
と
、
彼
是
、
こ
ゝ
ろ
を
砕
き

5

　
　
御
本
箇
の(

欠
字)　

大
悲
尊
は
厨
子
等
再
修
し

6

　
　
家
紋
を
附
、
玉
置
山
泰
邦
寺
の
仏
壇
に
添

7

　
　
安
置
な
し
奉
り
、
祠
堂
金
拾
両
を
寄
附
し
、
小
佐
々

46
頁1

　
　
七
宮
并
に
茶
屋
向
永
久
相
続
は
尚
更
、
右
小
佐
々

2

　
　
一
円
五
穀
豊
熟
、
士
民
安
堵
の
祈
祷
所
と
し
て

3

　
　
御
加
護
を
偏
に
祈
り
願
ふ
へ
し
、
又
此
度
、
妙
慶

4

　
　
の
細
工
壇
に
、
右
旧
約
の
仏
材
か
の
龍
瑞
寺
の

5

　
　
大
杉
樹
木
に
て
体
と
り
の
侭
出
現
す
る
も
ま
た

6

　
　
不
思
議
な
ら
す
や
、
直
に
夫
を
も
て
、
昨
矣
の
十

7

　
　
一
月
よ
り
当
子
の
八
月
ま
て
に
、
心
を
こ
ら
し
、
妙
慶

47
頁1

　
　
彫
刻
成
就
せ
り
、
扨
こ
の
素
杉
の
尊
像
を
大

2

　
　
巌
石
の
石
窟
に
安
置
し
奉
り
、
是
迄
の

3

　
　
御
仏
縁
を
も
て
、
此
尊
は
万
松
山
永
徳
寺
の

4

　
　
請
持
と
し
て
、
祠
堂
金
五
両
を
寄
附
し

5

　
　
吉
三
か
家
来

6

　
　

庄
屋

　

中
村
一
之
助
　

7

　
　

并
に

　

同
小
右
衛
門

48
頁1

　
　

　
　

　

同
久
米
左
衛
門

2

　
　
右
三
家
に
預
ら
せ
、
永
く
例
供
怠
ら
ぬ
様
、
吉
三

3

　
　
よ
り
取
計
へ
し
、
然
は
相
替
ら
す
詣
人
増
益

4

　
　
し
、
永
年
相
続
の
功
徳
を
仰
き
、
滅
罪
を

5

　
　
い
の
る
へ
し
、
爰
に
詣
ん
ひ
と
〳
〵
は
、
右
両

6

　
　
尊
仏
の
大
慈
大
悲
の
観
世
音
無
量
の
化
益

7

　
　
に
逢
て
、
仏
果
を
得
て
、
こ
の
余
か
き
も
尽

49
頁1

　
　
さ
れ
ぬ
ゆ
へ
よ
し
な
れ
は
、
志
あ
ら
ん
人
々
は
、
ま
つ

2

　
　
夢
の
記
を
借
覧
し
、
後
に
、
故
あ
る
人
に

3

　
　
問
て
聞
正
す
へ
し
と
云

4

　
　
　
　
元
治
元
年
甲子

5

　
　
　
　
　
十
一
月
吉
辰
　
　

6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
名

50
頁1

　
　
因
に
い
ふ
、
旧
よ
り
観
音
岩
と
て
、
盤
珪
派
の

2

　
　
中
興
大
随
和
尚
の
開
眼
安
置
せ
し
と
歟

3

　
　
申
伝
た
る
石
仏
ま
た
大
巌
石
に
彫
付
た
る

4

　
　
三
十
三
体
の
尊
像
、
是
又
、
く
ち
す
に
伝
へ
て

11



5

　
　
祭
事
怠
る
へ
か
ら
す
、
し
か
し
是
は
仕
来
の

6

　
　
通
り
、
法
人
を
離
れ
て
、
村
人
の
祭
る
か
よ
し
、

7

　
　
ま
た
、
む
か
へ
の
対
の
巌
石
は
、
陽
体
に
て
、
山
の

51
頁1

　
　
神
を
勧
進
す
、
祠
官
山
口
石
見
の
祭
り
に
て

2

　
　
永
代
替
ら
ぬ
や
う
心
得
へ
し
、
然
れ
は
、
谷
村
の

3

　
　
家
こ
そ
旧
家
の
上
に
比
類
も
な
き
市
長
と

4

　
　
い
ふ
へ
け
れ
、
就
て
は
、
愈
家
事
を
怠
ら
す
、
無

5

　
　
益
の
費
を
な
さ
す
、
借
財
等
あ
れ
は
子
孫

6

　
　
衰
微
の
基
衰
微
し
て
は(

欠
字)　

七
宮
を
初
め
、

7

　
　
大
悲
観
の
尊
慮
に
叶
は
す
、
加
ふ
る
に

52
頁1

　
　
此
度
よ
り
上
向
眷
属
の
住
居
手
当
と

2

　
　
な
る
上
は
、
用
な
き
時
と
て
茶
屋
向
の
修
覆

3

　
　
み
か
し
め
等
麁
畧
に
心
得
て
は
相
成
ら
す
、

4

　
　
依
て
、
表
よ
り
請
る
処
の
扶
持
方
は
、
家
内
睦
敷

5

　
　
く
ら
し
つ
と
む
る
の
扶
持
と
し
、
修
覆
料
は

6

　
　
橋
の
茶
屋
の
朽
は
て
ぬ
や
う
、
新
田
高
は

7

　
　
大
別
当
の
子
孫
に
伝
は
る
や
う
弁
別
し
、

53
頁

1

　
　
混
雑
せ
ぬ
や
う
に
必
然
第
一
神
仏
を
信
敬

2

　
　
す
へ
し
、
志
方
新
田
は
隣
新
田
の
事
、
殊
に

3

　
　
常
平
所
に
て
重
に
祭
料
に
用
ふ
る
大
切

4

　
　
な
る
新
田
な
れ
は
、
今
度
、
泰
邦
寺
祈
祷

5

　
　
所
と
定
む
る
上
は
、
志
方
新
田
初
穂
米
と

6

　
　
し
て
、
永
く
米
壱
俵
宛
寄
附
す
る
に

7

　
　
極
め
た
り
、
大
別
当
新
田
所
よ
り
も
同
寺
を

54
頁1

　
　
格
別
に
崇
め
、
永
代
不
変
を
祈
る
へ
し
、
是
等

2

　
　
の
事
も
因
に
よ
つ
て
書
添
を
く
も
の
也

3

　
　
　
元
治
元
年
甲子

4

　
　
　
　
　
十
二
月
書
て

5

　
　
　
　
　
　
　

6

　
　

谷
村
吉
三

7

　
　

　
　
定
益
に
与
ふ

55
頁1

　
　
　
　
追
加

2

　
　
本
文
大
悲
観
山
の
神
の
辺
は
谷
村
か
先
祖
の

3

　
　
拝
領
地
に
て
は
な
け
れ
と
、
む
か
し
小
坂
村
の
内

4

　
　
よ
り
買
入
た
る
地
面
の
よ
し
な
れ
は
、
此
わ
た
り

5

　
　
皆
谷
村
か
一
円
の
内
な
り
、
然
は
御
拝
山
よ
り

12



6

　
　
大
悲
観
を
拝
し
か
く
御
仏
縁
も
次
第
に

7

　
　
厚
う
な
れ
は
、
大
悲
観
山
の
神
は
谷
村
か

56
頁1

　
　
家
よ
り
見
か
し
め
世
話
し
奉
ら
ん
こ
と

2

　
　
勿
論
な
り
、
後
年
の
た
め
追
記
す

3

　
　
　
あ
く
る
丑
の

4

　
　
　
　
　
三
月
吉
辰
　
　

57
頁1

　
　
　
◯

2

一
　
先
年
覚
然
法
印
安
満
岳
住
職
中
ニ
佐
々
泰

3

　
　
邦
寺
ハ
隠
居
仕
候
積
り
御
座
候
得
共
、
三
四
人
暮
方
ニ

4

　
　
受
納
物
少
々
不
足
相
成
候
故
、
郷
中
祈
願
向
も
可
致

5

　
　
ニ
付
、
郷
米
種
々
申
談
呉
候
積
相
談
有
之
候
得
共
、
出

6

　
　
来
不
申
旨(

欠
字)　

上
え
御
咄
被
申
上
、
其
後
、
法
印
は
冷
水
へ

7

　
　
隠
居
致
候
、
然
ル
処
、
一
昨
子
秋
右
寺
へ(

欠
字)　

観
音
尊
御

58
頁1

　
　
安
置
相
成
候
ニ
就
て
、
先
年
覚
然
申
上
居
候
事(

平
出)　

2

　
　
思
召
被
出
、
尚
又
、
郷
米
之
義
、
小
佐
々
奥
附
、
其
外
え

3

　
　
御
沙
汰
有
之
、
余
程
心
配
致
候
得
共
、
兎
角
、
六
ヶ
敷

4

　
　
出
来
不
申
、
折
角
厚
キ(

欠
字)　

思
召
之
事
故
、
炭
山
へ

5

　
　
相
談
有
之
候
得
共
、
是
又
、
一
統
ニ
懸
り
候
て
は
六
ヶ
敷

6

　
　
候
得
共
、
草
刈
太
一
左
衛
門
・
久
原
繁
左
衛
門
・
炭
福
屋
又
兵
衛
・

7

　
　
吉
留
仁
四
郎
、
四
人
ニ
て
壱
人
前
金
廿
五
両
宛
、
合
て
百
両

59
頁1

　
　
上
え
今
度
献
上
致
候
、
此
百
両
直
ニ
泰
邦
寺
へ
御
寄

2

　
　
附
被
遊
候
間
、
派
中
御
預
り
申
上
、
例
之
歩
廻
し

3

　
　
致
、
利
足
金
拾
両
宛
年
々
受
納
物
ニ
ひ
か
へ
御
宛

4

　
　
行
同
様
相
心
得
候
様(

平
出)　

5

　
　
御
隠
居
様
被(

欠
字)　

仰
出
候
、
以
上

6

　
　
　
　
　

7

　
　
　
慶
応
二
丙寅
十
月
　
　
　
　
　
　
御
取
次
之
者

60
頁1

　
　
　
　
真
言

2

　
　
　
　
　
　
御
寺
々

3

　
　
右
泰
邦
寺
祠
堂
金
十
月
七
日
正
安
寺
呼
出
し

4

　
　
了
佐
よ
り
相
渡
し
済
た
れ
は
、
金
子
献
上
の

5

　
　
四
人
え
木
綿
染
地
紋
付
同
様
に
し
て
、
骨
折
を

6

　
　
賞
し
と
ら
す
、
尤
十
月
十
一
日

61
頁1

　
　
罷
出
た
れ
は
、
是
又
、
了
佐
ゟ
四
人
分
一
同
相
渡

13



2

　
　
さ
せ
ぬ

3

　
　
　
　
慶
応
二
年
丙寅
十
月
書

4

　
　
　
御
請

5

　
　
今
度
佐
々
泰
邦
寺
え
金
子
百
両(

平
出)　

6

　
　
御
隠
居
様
厚
キ
思
召
を
以
御
寄
附
被(

平
出)　

62
頁1

　
　
仰
付
、
派
中
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
は
先
年

2

　
　
覚
然
安
満
岳
住
職
中
泰
邦
寺
へ
隠
居
仕
候

3

　
　
積
ニ
御
座
候
得
共
、
三
四
人
暮
方
ニ
受
納
物
少
々

4

　
　
不
足
相
成
候
故
、
郷
中
祈
願
寺
ニ
可
仕
候
ニ
付
、
郷
米

5

　
　
程
々
申
談
呉
候
様
相
談
仕
候
得
共
、
出
来
不
仕
旨(

平
出)　

6

　
　
上
え
御
咄
被
奉
申
上
、
其
後
、
覚
然
儀
は
冷
水
へ

7

　
　
隠
居
仕
候
、
然
ル
処
、
一
昨
子
秋
、
右
泰
邦
寺
え(

平
出)　

63
頁1

　
　
観
音
尊
御
安
置
ニ
相
成
候
ニ
就
て
は
、
先
年
、
覚
然

2

　
　
言
上
仕
候
事
共
を
被
為
出(

欠
字)　

思
召
、
尚
又
、
郷
米

3

　
　
之
義
、
小
佐
々
奥
附
衆
、
其
外
え
御
沙
汰
被(

平
出)　

4

　
　
仰
付
候
て
、
余
程
心
配
有
之
候
由
之
処
、
兎
角
出
来

5

　
　
不
仕
、
折
角
厚
キ(

欠
字)　

思
召
之
事
故
、
炭
山
へ
御

6

　
　
相
談
相
成
候
得
共
、
是
又
、
一
統
ニ
懸
り
候
て
は
六
ヶ
敷
候

7

　
　
故
、
草
刈
太
一
左
衛
門
殿
・
久
原
繁
左
衛
門
殿
・
炭
福
屋

64
頁1

　
　
又
兵
衛
・
吉
留
仁
七
郎
、
四
人
ニ
て
壱
人
前
ニ
金
弐
拾

2

　
　
五
両
宛
合
て
百
両(

平
出)　

3

　
　
上
え
今
度
献
上
ニ
相
成
、
此
百
両
直
ニ
泰
邦
寺
へ
御
寄

4

　
　
寄
附
被(

欠
字)　

仰
付
候
間
、
派
中
ニ
て
御
預
申
上
、
例
之

5

　
　
歩
廻
シ
仕
、
利
足
金
拾
両
宛
年
々
受
納
物
ニ
取
加
へ
、

6

　
　
御
宛
行
同
様
相
心
得
候
様(

平
出)　

7

　
　
御
隠
居
様
被(

欠
字)　

仰
出
候
旨
、
難
有
、
派
中
一
統
奉

65
頁1

　
　
畏
候
、
然
ル
上
は
右
御
金
、
派
中
ニ
御
預
り
奉
申
上
、
歩
廻
シ

2

　
　
仕
、
年
々
拾
両
之
支
分
右
寺
受
納
ニ
相
成
候
様
可
仕
候
、

3

　
　
乍
恐
右
之
段
御
請
奉
申
上
候
、
以
上

4

　
　

正
安
寺

5

　
　
　
　
慶
応
二
丙寅
年
十
月
　
　
　
随
範
九
拝

6

　
　

神
能
寺

7

　
　

　
　
覚
範
九
拝

66
頁1

　
　

観
音
印

2

　
　

　
　
寛
田
九
拝

3

　
　

金
胎
寺
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4

　
　

　
　
覚
仁
九
拝

5

　
　

印
山
寺

6

　
　

　
　
盛
維
九
拝

7

　
　

談
議
所

67
頁1

　
　

　
　
道
雄
九
拝

【
終
わ
り
】
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